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特集「天災は忘れ特集「天災は忘れ

た頃にやってくる！」た頃にやってくる！」

P.2-7P.2-7

令和 7年度令和 7年度

「大井町表彰式」「大井町表彰式」

を開催しましたを開催しました

P.8P.8

CCOVEROVER
総合防災訓練総合防災訓練
災害が起こった時、災害が起こった時、
一人で対応できるこ一人で対応できるこ
とには限界がありまとには限界がありま
す。助け合う気持ちす。助け合う気持ち
が大切です。が大切です。

防
災
対
策
、

　

で
き
て
ま
す
か
？



（参考：内閣府「防災情報のページ」https://www.bousai.go.jp/kyoiku/hokenkyousai/jishin.html）（参考：内閣府「防災情報のページ」https://www.bousai.go.jp/kyoiku/hokenkyousai/jishin.html）

防災安全課　☎ 0465-85-5002

 ▶

10
月
19
日
　  

に
大
井
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

（（日日））

❶ ❷

❸ ❹

❶簡易携帯トイレ
　の設置訓練（福
　祉避難スペース）

❷プライベートルー
　ムを展張し、ワ
　ンタッチ式簡易
　ベッドを体験

❸管理栄養士指導
　の下、炊事を行
　う陸自（第１高
　射特科大隊）の
　隊員

❹神奈川県産業資
　源循環協会と災
　害廃棄物の処理
　要領について打
　合せ中の職員

協働推進課　☎ 0465-85-5004

関東大震災から 102 年、阪神・淡路大震災から 30 年、まだ記憶に新しい東日本大震災から 14 年。関東大震災から 102 年、阪神・淡路大震災から 30 年、まだ記憶に新しい東日本大震災から 14 年。

そして近い将来、高い確率で大震災の発生が予想されています。そして近い将来、高い確率で大震災の発生が予想されています。

中でも、関東から九州の広い範囲で強い揺れと高い津波が発生するとされる南海トラフ地震は、中でも、関東から九州の広い範囲で強い揺れと高い津波が発生するとされる南海トラフ地震は、

今後 30 年以内に発生する確率が 80％、首都中枢機能への影響が懸念される首都直下地震は、今後 30 年以内に発生する確率が 80％、首都中枢機能への影響が懸念される首都直下地震は、

今後 30 年以内に発生する確率が 70％と高い数字で予想されています。今後 30 年以内に発生する確率が 70％と高い数字で予想されています。

いつ発生してもおかしくない大震災に備え、日頃から準備しておくために、いつ発生してもおかしくない大震災に備え、日頃から準備しておくために、

今回は、町での取り組みや各自治会での備えについて紹介します。今回は、町での取り組みや各自治会での備えについて紹介します。

★シェイクアウト訓練とは？

大地震の揺れから身を守る訓練！

地震の際の安全確保行動「①まず

低く／②頭を守り／③動かない」

を身につけましょう。いざという

時に備えておくためには日頃の訓

練が必要不可欠です。

　

神
奈
川
県
西
部
地
域
を
震
源
と
し
た
震
度
6
弱

の
地
震
が
発
生
し
た
想
定
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

7
時
半
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
鳴
る
サ
イ
レ
ン
を

合
図
に
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
（
★
）
を
行
っ
た
後
、

各
自
主
防
災
組
織
（
自
治
会
）
で
は
、
小
田
原
市
消

防
本
部
・
消
防
団
・
日
赤
奉
仕
団
な
ど
の
協
力
の
下
、

各
種
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
安
否
確
認
訓
練

は
全
て
の
自
主
防
災
組
織
で
行
わ
れ
て
お
り
、
延
べ

9
千
人
が
参
加
。
各
自
主
防
災
組
織
が
計
画
し
た
実

動
訓
練
に
は
、
延
べ
2
千
人
超
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
職
員
は
サ
イ
レ
ン
後
、
徒
歩
な
ど
で
緊

急
参
集
を
行
い
、
応
急
救
護
所
や
避
難
所
の
開
設
運

営
要
領
、
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
貯
留
槽
か
ら
の
取
水
要
領
、
給
食
支
援
の
た
め
に

派
遣
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
と
の
連
携
要
領
を
演
練

し
ま
し
た
。

22



❺ ❻

❼ ❽

　

「
総
合
防
災
訓
練
」
で
は
、
消
防
団
は

　

「
総
合
防
災
訓
練
」
で
は
、
消
防
団
は

住
民
へ
の
指
導
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
ま

住
民
へ
の
指
導
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
ま

す
。
小
学
生
消
防
団
員
も
第

す
。
小
学
生
消
防
団
員
も
第
11
分
団
・
第

分
団
・
第

22
分
団
・
第

分
団
・
第
33
分
団
・
第

分
団
・
第
44
分
団
の
消
防

分
団
の
消
防

団
員
と
一
緒
に
地
域
で
行
わ
れ
る
各
種
訓

団
員
と
一
緒
に
地
域
で
行
わ
れ
る
各
種
訓

練
に
参
加
し
ま
し
た
。

練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

消
火
器
や
消
火
栓
の
取
り
扱
い
訓
練
で

　

消
火
器
や
消
火
栓
の
取
り
扱
い
訓
練
で

は
、
小
学
生
消
防
団
員
が
手
本
を
披
露
し

は
、
小
学
生
消
防
団
員
が
手
本
を
披
露
し

た
り
、
訓
練
の
補
助
を
し
た
り
し
て
く
れ

た
り
、
訓
練
の
補
助
を
し
た
り
し
て
く
れ

ま
し
た
。
小
学
生
消
防
団
員
も
自
分
た
ち

ま
し
た
。
小
学
生
消
防
団
員
も
自
分
た
ち

の
暮
ら
す
地
域
が
行
っ
て
い
る
防
災
へ
の

の
暮
ら
す
地
域
が
行
っ
て
い
る
防
災
へ
の

取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
災
害
に

取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
災
害
に

備
え
る
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と

備
え
る
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

❺電気設備の防災対策を紹介中の東京電力パワーグリッド（防災展示／防災備蓄倉庫）

❻避難時の注意事項についての講義に参加中のかざみどりの会・身体障がい者福祉協会の皆さん

❼プリウス（HEV）による給電を紹介中の神奈川トヨタ自動車（防災展示／防災備蓄倉庫）

❽災害時の備蓄品等を紹介中の関東小池（防災展示／防災備蓄倉庫）

★小学生消防団員とは？

大井町を災害から守るために日頃から頑張っている大井町

消防団の活動をよく知ってもらうこと、消防・防災への知

識と関心を深めていくことを目的に、大井小学校と上大井

小学校の4・5年生から募集。約半年間活動しています。

小学生消防団員は、消防団が日頃行っている点検や訓練、

町民への火の用心の呼びかけなど普及啓発に参加して、消

防団の活動を体験！その他にも消防本部や陸上自衛隊駐屯

地、静岡県地震防災センターでの見学・体験にも行ってい

ます。

■
小
学
生
消
防
団
員

　 

も
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
！

（（★★））

　

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
初
動
期
に
お
け
る
設
置
要

領
を
訓
練
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
一
般
企
業
の
協
力
を
得
て
防
災
展
示

な
ど
を
行
い
、
大
井
中
央
公
園
利
用
者
に
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
か
ざ
み

ど
り
の
会
や
大
井
町
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

の
方
々
に
は
避
難
所
体
験
訓
練
を
、
自
治
会
の

研
修
者
に
は
一
部
の
訓
練
や
展
示
の
見
学

を
通
じ
、
防
災
へ
の
備
え
の
重
要
性
に
つ

い
て
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、地
域
の
絆
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
き
、

「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
っ
た
中
で
、
地
域
ぐ
る

み
の
防
災
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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 ▶
各
自
主
防
災
組
織

　
自
治
会

　
で
も
防
災
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

　

ま
ず
は
、自
治
会
の
組
ご
と
に
参
集
し
て
い
る
人
数
を
確
認（
安

　

ま
ず
は
、自
治
会
の
組
ご
と
に
参
集
し
て
い
る
人
数
を
確
認（
安

否
確
認
）し
ま
し
た
。
続
い
て
、東
新
宿
自
治
会
・
中
新
宿
自
治
会
・

否
確
認
）し
ま
し
た
。
続
い
て
、東
新
宿
自
治
会
・
中
新
宿
自
治
会
・

西
新
宿
自
治
会
の

西
新
宿
自
治
会
の
33
つ
あ
る
自
治
会
を

つ
あ
る
自
治
会
を
22
グ
ル
ー
プ
ず
つ
に
分

グ
ル
ー
プ
ず
つ
に
分

け
、
消
防
団
（
第

け
、
消
防
団
（
第
22
分
団
）
に
教
わ
る
消
火
訓
練
、
消
火
栓
・
放

分
団
）
に
教
わ
る
消
火
訓
練
、
消
火
栓
・
放

　

ま
ず
は
、
自
治
会
内
の
各
組
で
安
否
確
認
と
本
部
へ
報
告
を

　

ま
ず
は
、
自
治
会
内
の
各
組
で
安
否
確
認
と
本
部
へ
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、組
を
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、組
を
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、

消消し
ょ
う
ぼ
う

し
ょ
う
ぼ
う防防

吏吏り
い
ん

り
い
ん員員

に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
ぶ
救
急
・
救
護
訓
練
、

に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
ぶ
救
急
・
救
護
訓
練
、

　

自
治
会
が
持
つ
無
線
機
を
使
っ
た
安
否
確
認
訓
練
後
、
役
場

　

自
治
会
が
持
つ
無
線
機
を
使
っ
た
安
否
確
認
訓
練
後
、
役
場

に
参
集
人
数
を
報
告
す
る
通
信
訓
練
や
簡
易
担
架
作
成
し
た
搬

に
参
集
人
数
を
報
告
す
る
通
信
訓
練
や
簡
易
担
架
作
成
し
た
搬

送
訓
練
、
簡
易
ト
イ
レ
取
り
扱
い
訓
練
、
発
電
機
と
そ
の
発
電

送
訓
練
、
簡
易
ト
イ
レ
取
り
扱
い
訓
練
、
発
電
機
と
そ
の
発
電

防
災
訓
練
の
内
容
は
？

上
大
井
自
主
防
災
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
対
策
は
？

機
を
使
っ
た
電
子
機
器
操
作
訓
練
、
消

機
を
使
っ
た
電
子
機
器
操
作
訓
練
、
消

防
団
（
第

防
団
（
第
33
分
団
）
に
来
て
も
ら
い
消

分
団
）
に
来
て
も
ら
い
消

火
器
操
作
訓
練
と
消
火
栓
取
り
扱
い
訓

火
器
操
作
訓
練
と
消
火
栓
取
り
扱
い
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

電
子
機
器
操
作
訓
練
で
は
、ソ
ー
ラ
ー

　

電
子
機
器
操
作
訓
練
で
は
、ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
使
っ
て
電
気
を
作
り
、
そ
の

パ
ネ
ル
を
使
っ
て
電
気
を
作
り
、
そ
の

電
気
で
電
子
機
器
を
操
作
し
ま
し
た
。

電
気
で
電
子
機
器
を
操
作
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
フ
ァ
米
や
水
、
嗜
好
品
な
ど
の
備

　

ア
ル
フ
ァ
米
や
水
、
嗜
好
品
な
ど
の
備

蓄
食
料
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相

蓄
食
料
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相

模
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱
さ
ん
と
提
携
し
、
自

模
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱
さ
ん
と
提
携
し
、
自

治
会
館
に
災
害
時
用
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
保

治
会
館
に
災
害
時
用
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
保

存
水
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

存
水
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

（
　
　
　
）

■
新
宿
自
主
防
災

　
自
治
会

（
　

　
　

）

■
根
岸
下
自
主
防
災

　
自
治
会

（
　

　
　

）

■
上
大
井
自
主
防
災

　
自
治
会

（
　

　
　

）

消火栓からホースを取り出し、消火栓からホースを取り出し、
実際に放水も体験しました実際に放水も体験しました

※
一
部
の
自
主
防
災
組
織
か
ら
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お話を伺った上大井自主防災本部の皆さんお話を伺った上大井自主防災本部の皆さん

実
際
に
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時

の
心
配
事
は
？

　

連
絡
手
段
が
な
い
方
々
へ
の
対
応
が
心

　

連
絡
手
段
が
な
い
方
々
へ
の
対
応
が
心

配
で
す
。自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
な
ど
、

配
で
す
。自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
な
ど
、

普
段
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い

普
段
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
自
主

い
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
自
主

防
災
メ
ン
バ
ー
が
参
集
す
る
こ
と
が
で
き

防
災
メ
ン
バ
ー
が
参
集
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
と
い
う
部
分
も
心
配
で
す
ね
。

る
の
か
、
と
い
う
部
分
も
心
配
で
す
ね
。

防
災
訓
練
の
内
容
は
？

防
災
訓
練
の
内
容
は
？

根
岸
下
自
主
防
災
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
対
策
は
？

実
際
に
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
の
心
配
事
は
？

新
宿
自
主
防
災
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
対
策
は
？

実
際
に
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
の
心
配
事
は
？

水
訓
練
、
給
水
訓
練
・
自
主
防
災
倉
庫

水
訓
練
、
給
水
訓
練
・
自
主
防
災
倉
庫

確
認
、
救
出
訓
練
、
簡
易
ト
イ
レ
組
立

確
認
、
救
出
訓
練
、
簡
易
ト
イ
レ
組
立

設
置
訓
練
、
救
護
訓
練
の

設
置
訓
練
、
救
護
訓
練
の
66
つ
の
項
目

つ
の
項
目

を
各
々
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
本
部
で

を
各
々
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
本
部
で

は
、
ま
き
と
釜
を
使
っ
て
ア
ル
フ
ァ
米

は
、
ま
き
と
釜
を
使
っ
て
ア
ル
フ
ァ
米

を
炊
く
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

を
炊
く
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
支
援
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
防

　

要
支
援
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
防

災
訓
練
で
も
民
生
委
員
さ
ん
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
訓
練

災
訓
練
で
も
民
生
委
員
さ
ん
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
要
支
援
者
の
方
の
情
報
は
、
民
生
委
員
さ
ん

を
行
い
ま
し
た
。
要
支
援
者
の
方
の
情
報
は
、
民
生
委
員
さ
ん

し
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
実
際
に
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
際

し
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
実
際
に
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
際

に
ど
の
よ
う
に
連
絡
を
取
る
か
、
が
課
題
で
す
。

に
ど
の
よ
う
に
連
絡
を
取
る
か
、
が
課
題
で
す
。

　

訓
練
中
の
連
絡
手
段
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　

訓
練
中
の
連
絡
手
段
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
災
害
が
起

ン
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
災
害
が
起

き
た
場
合
、
通
信
回
線
が
混
み
、
連
絡
で

き
た
場
合
、
通
信
回
線
が
混
み
、
連
絡
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
以
外
の
連
絡
手
段
が
な
い
か
、
考

フ
ォ
ン
以
外
の
連
絡
手
段
が
な
い
か
、
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

お話を伺ったお話を伺った
新宿自主防災の皆さん新宿自主防災の皆さん

簡易トイレ簡易トイレ
組立設置訓練の様子組立設置訓練の様子

民
生
委
員
と
連
携
し
た
要
支
援
者
対
応
訓

民
生
委
員
と
連
携
し
た
要
支
援
者
対
応
訓

練
、消
防
団（
第

練
、消
防
団（
第
11
分
団
）に
教
わ
る
消
火
・

分
団
）に
教
わ
る
消
火
・

防
火
訓
練
、
炊
飯
・
給
水
訓
練
、
チ
ェ
ー

防
火
訓
練
、
炊
飯
・
給
水
訓
練
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
な
ど
の
扱
い
を
学
ぶ
資
機
材
取
扱

ン
ソ
ー
な
ど
の
扱
い
を
学
ぶ
資
機
材
取
扱

訓
練
を
実
施
。
そ
の
他
に
も
、
根
岸
下
自

訓
練
を
実
施
。
そ
の
他
に
も
、
根
岸
下
自

主
防
災
で
管
理
す
る
備
品
や
備
蓄
食
料
の

主
防
災
で
管
理
す
る
備
品
や
備
蓄
食
料
の

点
検
、
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

点
検
、
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
の
定
例
常
会
で
防
災
関
係
の
情
報
発
信
を
行
っ
た

　

自
治
会
の
定
例
常
会
で
防
災
関
係
の
情
報
発
信
を
行
っ
た

り
、
自
然
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
際
に
は
回
覧
を
回
し
た
り
、

り
、
自
然
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
際
に
は
回
覧
を
回
し
た
り
、

防
災
出
前
講
座
を
利
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
訓

防
災
出
前
講
座
を
利
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
訓

練
日
程
な
ど
防
災
関
連
の
情
報
を
掲
示
板
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出

練
日
程
な
ど
防
災
関
連
の
情
報
を
掲
示
板
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出

し
、
地
区
に
住
む
全
員
に
情
報
が
届
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

し
、
地
区
に
住
む
全
員
に
情
報
が
届
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

根
岸
下
地
区
の
町
指
定
避
難
所
は
「
大
井

　

根
岸
下
地
区
の
町
指
定
避
難
所
は
「
大
井

小
学
校
」
で
す
が
、
こ
こ
に
は
他
に
も

小
学
校
」
で
す
が
、
こ
こ
に
は
他
に
も
55
つつ

の
地
区
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
誰

の
地
区
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
誰

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な

動
き
を
す
る
の
か
、
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

動
き
を
す
る
の
か
、
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。。

AED 訓練の様子AED 訓練の様子お話を伺ったお話を伺った
根岸下自主防災の杉﨑委員長根岸下自主防災の杉﨑委員長
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■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
よ
う

　

今
回
ご
紹
介
し
た
「
新
宿
自
主
防
災
」「
根
岸
下
自

主
防
災
」「
上
大
井
自
主
防
災
」
以
外
で
も
、
各
地
域

で
自
主
防
災
組
織
を
編
成
し
、
防
災
訓
練
な
ど
地
域
の

安
全
を
守
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時

に
は
、
迅
速
な
情
報
伝
達
や
相
互
の
協
力
が
必
要
な
た

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
は
重
要
で
す
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
町
や
消
防
な
ど
の
「
公
助
」

で
は
行
き
届
か
ず
、
自
治
会
や
地
域
で
の
「
共
助
」
の

部
分
が
特
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
災
害
発
生
時
の
安
否

災
害
発
生
時
の
安
否

確
認
や
、
行
政
か
ら
の
支
援
物
資
の
配
布
を
自
主
防
災

確
認
や
、
行
政
か
ら
の
支
援
物
資
の
配
布
を
自
主
防
災

組
織
単
位
で
行
う
場
合
が
あ
り
、
支
援
の
情
報
が
届
か

組
織
単
位
で
行
う
場
合
が
あ
り
、
支
援
の
情
報
が
届
か

な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い

な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
防
災
対
策
の
一
つ
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

た
め
に
も
、
防
災
対
策
の
一
つ
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
！　

テ
ィ
へ
の
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
！　

　

自
主
防
災
組
織
（
自
治
会
）
に

　

自
主
防
災
組
織
（
自
治
会
）
に

つ
い
て
は
、
町
協
働
推
進
課
に
ご

つ
い
て
は
、
町
協
働
推
進
課
に
ご

相
談
い
た
だ
く
か
、
下
の
二
次
元

相
談
い
た
だ
く
か
、
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

コ
ー
ド
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご検討ください！
ご検討ください！

教えてくれたのは、

消防団第 3分団の皆さん！

1 月 12 日（月・祝）に行われる「令和 8 年消防出初式」
で操法披露をします。皆さん、ぜひお越しください！

←動画はこちらから
　ご覧ください。

▶ 家庭でもできる防災対策を消防団からご紹介！

1、火の取り扱いは、「付けたら消す」が原則！

▶ お家でスベリィと一緒に Let’s Study！

おおいひょうたんチャンネル（Youtube）では、「防

災を学ぼう！ スベリィ・ラーニング」を公開して

います。この動画をご覧いただくだけで、ご家庭で

できる防災について学べちゃいます。再生しながら

一緒に準備しましょう！出演は大井町笑顔特派員の

スベリィ・マーキュリーと出張出前講座も担当する

黒木防災監。現在第 5 弾まで公開中です。

　  使った火は必ず消す癖を付けて火事を防ぎましょう。

2、地震など災害時、身の安全を確保した後はガス
　   の元栓を閉め、ブレーカーを落とそう！
　  ガス漏れによる火災や停電後の電力復旧時の「通電

　   火災」を防ぐためです。

この他にも、備蓄品を用意しておいたり、家族との連絡

方法や集合場所を確認しておいたり、日頃から準備をし

ておくことが大切です。

できることからはじめましょう！
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榛東村榛東村

大井町大井町

東庄町東庄町

茂木町茂木町

人口：11,112 人（11 月 1 日現在）／大井町から約 230㎞
【「モビリティーリゾートもてぎ」有する、子どもも大人も夢中になれる町！】

 ▶
 

災
害
協
定 

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

災
害
協
定
と
は
、
地
震
や
水

害
、
大
規
模
な
事
故
な
ど
、
予

測
で
き
な
い
災
害
が
発
生
し
た

際
に
、
被
災
し
た
自
治
体
を
他

の
自
治
体
や
企
業
が
迅
速
か
つ

効
果
的
に
支
援
で
き
る
よ
う
、

物
資
の
供
給
、
人
的
支
援
、
施

設
の
提
供
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め

協
力
体
制
や
支
援
内
容
を
取
り

決
め
て
お
く
協
定
の
こ
と
で

す
。

　

大
井
町
で
も
、
万
全
の
備
え

を
進
め
る
た
め
、
日
頃
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
自
治
体
や
企
業
と
災

害
協
定
を
締
結
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

千
ち ば け ん

葉県東
とうのしょうまち

庄町

栃
とちぎけん

木県茂
もてぎまち

木町

人口：12,369 人（11 月 1 日現在）／大井町から約 185㎞
【ドローンを使ったデジタル文化と自然の恵みを使った田園文化両方が楽しめる町！】

　

そ
の
中
で
今
回
は
、
連
携
体
制

を
構
築
し
て
い
る
「
栃
木
県
茂
木

町
」「
千
葉
県
東
庄
町
」「
群
馬
県

榛
東
村
」
の
3
つ
の
自
治
体
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
遠
く
離
れ
た
場
所

で
も
、
有
事
の
際
に
は
心
強
い
味

方
と
な
る
自
治
体
を
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
3
町
村
は
、
直
線
距
離
で
２
０
０
km

　

前
後
で
、
燃
料
を
満
タ
ン
に
し
た

　

車
で
往
復
で
き
る
場
所
に
位
置
し

　

ま
す
。
ま
た
、
関
東
圏
で
東
西
南

　

北
に
所
在
し
て
お
り
、
町
と
同
時

　

に
災
害
を
受
け
に
く
い
地
理
関
係

　

に
あ
る
こ
と
か
ら
防
災
協
定
が
締

　

結
さ
れ
ま
し
た
。

「
　
　
　
　
」

おいしい恵みが多く、SPF豚肉、こかぶ、いちごが有名。特に豚肉は、

都内のレストランでも使用される「千葉県産SPF豚」の産地でもありま

す。また、世界的にも珍しい鳥の「コジュリン」が生息しています。

四輪のSUPERGTや、二輪のMotoGPの日本グランプリが開催される「モ

ビリティーリゾートもてぎ」だけではなく、少し足を伸ばせば穏やかな

里山の風景が広がり、さまざまな作物が育つ多彩な魅力を持っています。

▶ 町で実施している防災対策など

東庄町には「東庄ドローンパーク」があ

り、ドローンを活用した各種施策を町と

して実施しています。平素は、田んぼの

農薬散布や小・中学校児童の登下校時の

見守りに使用しています。災害時は、被

害状況を空から確認したり、災害物資の

▶ 町で実施している防災対策など

約2,500食の備蓄食料、毛布400枚、約

3トンの飲用水の備蓄があるほか大容量

ポータブル電源を常備しています。本年

度は循環型手洗い器を導入予定です。

災害はいつ起こるかわかりません。もし

大井町が被災しても栃木県茂木町が必ず

搬送をしたりなど、ドローンならではの

利点を活かした災害対策等あらゆる場面

で活躍しています。また、防災イベント

も実施しており、車両展示、地震体験車

による震災体験など楽しみながら防災意

識の向上を図っています。

支援に駆け付けます！その際、協定に基

づき、迅速かつ適切な人的支援および物

的支援を行います。「備えあれば、憂い

なし」茂木町は町境を超えた強い絆で、

大井町の復旧・復興を支えます。

▲大瀬やな

▲防災フェア 2025

▲ドローンによる物資輸送

▲真岡鐵道 SL もおか

東庄町マスコット
キャラクター

コジュリンくん
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6 5
2

3
4

1

【番外編】

▶ 大井町内の自然災害伝承碑

自然災害伝承碑とは、過去に発生した自然災

害（洪水、土砂災害、高潮、地震、津波、火

山災害等）の様相や被害状況などが記載され

ている石碑やモニュメントのこと。被災場所

に建てられていることも多く、過去にその土

地で、どんな災害が起こったかを知ることが

出来ます。大井町には、全部で6基の関東大

震災に関する自然災害伝承碑があります。

（出典：国土交通省国土地理院）

耕地整理記念碑
（新宿）

金田水道記念碑・
拡張工事記念碑

（根岸上・最明寺）

南水道記念碑
（根岸下・円蔵院）

社殿改築費寄附氏名碑
（山田・天神社）

震
しんさい
烖記念碑

（根岸下・個人宅）
忠魂碑の裏

（河原）

1 2 3

4 5 6

足を運んで足を運んで
みてね！みてね！

人口：14,484 人（11 月 1 日現在）／大井町から約 175 ㎞
【榛名山の麓にある、デラウェアや巨峰などのブドウ栽培が盛んな村！】群

ぐんまけん

馬県榛
しんとうむら

東村

穏やかな気候と肥沃な土壌に恵まれ、北関東有数の栽培面積を誇る「榛

東村ぶどう郷」があります。村内には「しんとうワイナリー」もあり、

果実の香りたっぷりで爽やかな飲み口の美味しいワインを楽しめます。

▶ 町で実施している防災対策など

榛東村社会福祉協議会と協力して、住民

同士の顔の見える関係作りや地域ぐるみ

の支え合いの体制を作ることを目的に、

「住民支え合いマップづくり」を毎年実

施しています。住民支え合いマップづく

りとは、自治会長、民生委員をはじめと

する地域の実情を把握している関係者同

士が、避難行動要支援者などの状況、地

域課題などについて地図上で情報を把

握・共有して、災害に備えて話し合うも

のです。本取り組みは、内閣府の防災功

労者内閣総理大臣表彰を受賞しました！

▶ 災害協定だけではなく、交流も…！

11月9日（日）、榛東村で開催された「第2回 enjoy 

SHINTO 村づくり祭｣に、大井町からも出店をさせてい

ただきました。2016（平成28）年頃から相互のお祭

りに出店し、交流を深めてきました。今回大井町から

は、地酒とスイーツ

の販売とひょうたん

ランプワークショッ

プを開き、たくさん

大井町ブース大井町ブース

の村民の方と交流ができました。

そして、1月18日（日）に実施する「第63回大井町産

業まつり」では、榛東村ブースが出店されます！「し

んとうワイナリー」で作ら

れたおいしいワインはもち

ろんのこと、さまざまな村

の特産物が販売されます。

ぜひ遊びに来てください！ R7 年産業まつり榛東村ブースR7 年産業まつり榛東村ブース

榛東村マスコット
キャラクター

しんとうちゃん

▲特産品の「ワイン」

▲住民支え合いマップづくり
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５
０
０
１

　

11
月
3
日
（
文
化
の
日
）
に
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
、
大
井
町
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

功
労
表
彰
1
名
、
一
般
表
彰
14
名
と
3
団
体

が
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
後
に
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
井い
の
う
え上

仲な
か

治は
る

さ
ん
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
お
礼
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
多
年
に
わ
た
り
町
政
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
皆
様
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
令
和
７７
年
度
年
度

「
大
井
町
表
彰
式
」
を

「
大
井
町
表
彰
式
」
を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

▶
代
表
あ
い
さ
つ
　
井
上
仲
治
さ
ん

　
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

　
　
北き
た
む
ら村

　
公き

み
お男

（
新
宿
）　

　
地
方
自
治
の
振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

　
　
下し
も
ざ
わ澤

　
敏と

し
ろ
う郎

（
西
大
井
）　
橋は

し
も
と本

　
一か

ず
お男

（
西
大
井
）

　
健
康
福
祉
の
増
進
に
寄
与

　
　
武た
け
だ田

　
啓け

い
す
け介

（
西
大
井
）

　
地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与

　
　
瀬せ

と戸
　
利と

し
お夫

（
坊
村
）

　
社
会
福
祉
の
増
進
と
地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与

　
　
巽
た
つ
み

　
定

さ
だ
む
（
上
大
井
）

　
下
水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

　
　
鈴す
ず
き木

　
圭け

い
さ
く作

（
坊
村
）　
石い

し
だ田

　
よ
り
子こ

（
上
大
井
）

　
農
業
の
振
興
に
寄
与

　
　
柳や
な
が
わ川

　
重し

げ
お男
（
下
山
田
）　
片か

た
の野

　
滋

し
げ
る
（
根
岸
下
）

　
　
下し
も
ざ
わ澤

　
誠せ

い
い
ち一
（
西
大
井
）

　
農
業
と
地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与

　
　
浅あ
さ
く
ら倉

　
貞さ

だ
お雄
（
上
大
井
）　
諸も

ろ
ほ
し星

　
亮

り
ょ
う
へ
い平
（
馬
場
）

　
　
矢や
じ
ま島

　
雅ま

さ
お夫
（
上
大
井
）

　
金
員
等
寄
附

　
　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　
　
　
平
塚
支
社
長
　
大お
お
い井

　
浩こ

う
じ嗣
（
平
塚
市
）

　
　
株
式
会
社
ノ
ジ
マ

　
　
　
代
表
執
行
役
社
長
　
野の
じ
ま島

　
廣ひ

ろ
し司

（
横
浜
市
）

　
教
育
行
政
の
振
興
と
発
展
並
び
に
住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与

　
　
神
奈
川
県
立
大
井
高
等
学
校
（
西
大
井
）

一
般
表
彰
　
※
敬
称
略

功
労
表
彰
　
※
敬
称
略

　
地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与

　
　
井
上
　
仲
治
（
西
大
井
）
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生
涯
学
習
課　

☎
０
４
６
５-

83-

５
４
０
９

大
井
町
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た

大
井
町
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た

第第
2525
回回

　

10
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
総

合
体
育
館
で
「
第
25
回
大
井
町
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

芸
能
発
表
、
作
品
展
示
、
イ
ベ
ン
ト
の
3
部
門
に
66

団
体
（
個
人
を
含
む
）
が
出
演
・
出
展
し
、
悪
天
候
の

中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
2
日
間
で
延
べ
２
３
３
２
人

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

芸
能
発
表
部
門
は
新
た
に
参
加
し
た
2
団
体
を
加
え

た
30
団
体
が
参
加
し
、
ダ
ン
ス
や
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、

楽
器
演
奏
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
出
演
者
と
観
客
が
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り

と
、
会
場
全
体
が
一
つ
に
な
っ
て
盛
り
上
が
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
部
門
は
31
団
体
（
個
人
を
含
む
）
か
ら
の

出
展
が
あ
り
ま
し
た
。
書
道
や
絵
画
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
、
生
け
花
、
切
り
絵
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

多
く
の
力
作
や
、
今
年
度
で
閉
園
と
な
る
相
和
幼
稚
園

の
園
児
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
部
門
で
は
悪
天
候
の
た
め
残
念
な
が
ら
バ
ン

ド
演
奏
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
5
団
体
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
開
催
さ
れ
た
「
き

ら
め
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
、
「
包
丁
研
ぎ
」
、
「
手
作

り
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
！
」
、
「
ほ
っ
と
珈
琲
」
、
「
防

災
映
像
放
映
」
は
大
変
盛
況
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
文
化
祭
と
同
時
開
催
し
た
、
子
ど
も
絵
画
展

や
、
特
別
お
は
な
し
会
を
楽
し
み
に
多
く
の
親
子
連
れ
で

賑
わ
い
、
大
井
町
商
工
振
興
会
に
よ
る
お
い
し
い
パ
ン
の

販
売
は
、
瞬
く
間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
大
変
好

評
で
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が
文

化
交
流
を
行
い
、
と
て
も
楽
し
い
2
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
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下のハガキを
送付しています！

がん検診受診券がん検診受診券

歯周疾患検診受診券歯周疾患検診受診券

人間ドック助成制度
■対象者
・満 40 歳以上の国民健康保険加入者
　（1 年以上加入している方）
・後期高齢者医療保険加入者
※健康診査を受診していないこと

■助成額
　上限 20,000 円
　（女性検診を受診した場合は +5,000 円）

※詳細は、お問い合わせください。

歯周疾患検診
■対象者
　20･30･40･50･60･70 歳

■検査内容
　問診／診察

■自己負担金
　1,300 円

■医療機関
　足柄歯科医師会所属の歯科

肺がん検診
■対象者
　30 歳以上の方

■検査内容
　胸部 X 線撮影／喀痰検査（医師の判断）

■自己負担金
・胸部 X 線撮影：1,000 円（70 歳以上 500 円）
・喀痰検査：1,000 円（70 歳以上 500 円）

■医療機関
　町内の医療機関（堀内医院を除く）

胃がん内視鏡検診
■対象者
　50 歳以上で偶数年齢の方

■検査内容
　内視鏡検査

■自己負担金
　3,500 円

■医療機関
　佐藤病院・足柄上病院・石川医院・
　あじさい内視鏡クリニック・白鷗医院・
　いのうえクリニック・飛驒クリニック

大腸がん検診
■対象者
　40 歳以上の方

■検査内容
　問診／便潜血反応検査

■自己負担金
　500 円（70 歳以上 300 円）

■医療機関
　町内の医療機関

前立腺がん検診
■対象者
　50 歳以上の男性

■検査内容
　問診／血液検査

■自己負担金
　800 円（70 歳以上 400 円）

■医療機関
　町内の医療機関

子宮頸がん検診
■対象者
　20 歳以上の女性

■検査内容
　問診／視診／細胞診

■自己負担金
　1,700 円（70 歳以上 800 円）

■医療機関
　足柄上病院・開成駅光クリニック・
　緑蔭診療所・南足柄レディースクリニック

乳がん検診

■対象者
　40 歳以上の女性で前年度未受診の方
　※超音波での検診も含む

■検査内容
　問診／マンモグラフィ検査

■自己負担金
　2,300 円（70 歳以上 1,100 円）

■医療機関
　足柄上病院

マンモグラフィ
■対象者
　30 ～ 39 歳の女性で前年度未受診の方

■検査内容
　問診／超音波検査

■自己負担金
　1,300 円

■医療機関
　白鷗医院

超音波

町では、病気の早期発見・早期治療の取り組みを推進中！
対象者には、5 月下旬に健（検）診の受診券を郵送しています。受診期間は 3 月まで。
ご予約のうえ、受診券を持参し実施医療機関で受診してください。※年齢は 2026（令和 8）年 3 月 31日時点

子育て健康課　☎ 0465-83-8012後期高齢者の
人間ドック助成と
歯周疾患検診
始めました！

健康診査
■対象者
・40 歳以上の国民健康保険加入者
・後期高齢者医療保険加入者

■検査内容
　問診／検尿／血圧／血液検査 など

■自己負担金
　無料

■医療機関
　足柄上医師会に所属している医療機関

町民課　☎ 0465-85-5007（国民健康保険）

21 歳の方には
無料クーポン券を

送付しています

41 歳の方には
無料クーポン券を

送付しています
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9 月に実施した「大井町第 6 次総合計画後期基本計9 月に実施した「大井町第 6 次総合計画後期基本計

画素案」および「大井町人口ビジョン改訂案」に対画素案」および「大井町人口ビジョン改訂案」に対

するパブリックコメントに、30 件以上のご意見をするパブリックコメントに、30 件以上のご意見を

いただきました。ご意見をお寄せいただいた皆さん、いただきました。ご意見をお寄せいただいた皆さん、

ありがとうございました。ありがとうございました。

企画財政課　☎ 0465-85-5003

大井町第 6 次総合計画後期基本計画と大井町第 6 次総合計画後期基本計画と
大井町人口ビジョン大井町人口ビジョン

審議の後、11 月 10 日審議の後、11 月 10 日（月）（月）に隅田清一会長かに隅田清一会長か

ら町長に対して、計画の内容が適当である旨のら町長に対して、計画の内容が適当である旨の

答申書が手渡されました。今後、計画は町議会答申書が手渡されました。今後、計画は町議会

で審議されることとなります。で審議されることとなります。

また、審議会において計画と併せて審議されたまた、審議会において計画と併せて審議された

大井町人口ビジョンについては、11 月改訂と大井町人口ビジョンについては、11 月改訂と

して策定しました。して策定しました。

パブリックコメントの結果や総合計
画後期基本計画原案、人口ビジョン
は町ホームページに掲載しています。

いただいたご意見を踏いただいたご意見を踏

ま え、 大 井 町 第 6 次ま え、 大 井 町 第 6 次

総合計画後期基本計画総合計画後期基本計画

原案としてまとめ、大原案としてまとめ、大

井町総合計画審議会に井町総合計画審議会に

諮問しました。諮問しました。

教育総務課　☎ 0465-85-5015

大井町立認定こども園を整備します大井町立認定こども園を整備します
大井保育園と大井第二幼稚園を認定こども園に移行

認定こども園 保育所 幼稚園

子どもの
年齢

0 歳～就学前 0 歳～就学前 3 歳～就学前

保育時間
（目安）

4 ～ 11 時間
（認定区分による）

8 ～ 11 時間 4 時間

機能
教育・保育を一
体的に実施する

保 育 の 提 供
をする

教育的目標のも
と遊びを通した
学びを提供する

認定こども園って？認定こども園って？
認定こども園は、小学校就学前の子どもに認定こども園は、小学校就学前の子どもに

対する幼稚園的な教育（遊びを通した学対する幼稚園的な教育（遊びを通した学

び）・保育所的な保育（生活の支援）を一び）・保育所的な保育（生活の支援）を一

体的に提供する施設で、幼稚園と保育所の体的に提供する施設で、幼稚園と保育所の

両方の良さを併せ持つ施設のことです。両方の良さを併せ持つ施設のことです。

3 歳～就学前の幼児は、保護者が働いてい3 歳～就学前の幼児は、保護者が働いてい

る・いないに関わらず利用でき、保護者のる・いないに関わらず利用でき、保護者の

就労状況が変化した場合でも、通いなれた就労状況が変化した場合でも、通いなれた

園を継続して利用できます。園を継続して利用できます。

整備の方針整備の方針
認定こども園の園舎は、現園舎敷地の南側（多目的広場）に新築します。認定こども園の園舎は、現園舎敷地の南側（多目的広場）に新築します。

現在の大井第二幼稚園舎は新園舎完成後に解体し、その跡地に園庭およ現在の大井第二幼稚園舎は新園舎完成後に解体し、その跡地に園庭およ

び駐車場を整備します。び駐車場を整備します。

■新園舎の概要（案）■新園舎の概要（案）

　木造・平屋建て　木造・平屋建て

　延べ床面積　1,200 ㎡（363 坪）　延べ床面積　1,200 ㎡（363 坪）

▶開園の時期▶開園の時期

　2028（令和 10）年 4 月を目標としています。　2028（令和 10）年 4 月を目標としています。

▶整備費用▶整備費用

　新園舎の建設には、国の「就学前教育・保育施設整備交　新園舎の建設には、国の「就学前教育・保育施設整備交

　付金（公立）」などの制度を活用し、整備します。　付金（公立）」などの制度を活用し、整備します。

▶今後について▶今後について

　新たな園舎の機能などについては、基本設計が決まりま　新たな園舎の機能などについては、基本設計が決まりま

　したら、順次広報、ホームぺージなどでお知らせします。　したら、順次広報、ホームぺージなどでお知らせします。

子育て健康課　☎ 0465-83-8012
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特殊詐欺及び SNS 型投資・ロマンス詐欺の被害に
あわないために 防災安全課　☎ 0465-85-5002

全国の特殊詐欺の被害額は、上半期で約597億全国の特殊詐欺の被害額は、上半期で約597億
円と昨年の同じ時期より約370億円増え、過去円と昨年の同じ時期より約370億円増え、過去
最悪のペースになっています。最悪のペースになっています。

（松田警察署情報）（松田警察署情報）
10月末現在の松田警察署管内における特殊詐欺10月末現在の松田警察署管内における特殊詐欺
は32件で、昨年に比べて17件増加しています。は32件で、昨年に比べて17件増加しています。

▼巧妙化している手口▼巧妙化している手口

＊松田警察署管内の特殊詐欺発生状況＊＊松田警察署管内の特殊詐欺発生状況＊
旧来からの息子騙りの手口による被害者が出ていま旧来からの息子騙りの手口による被害者が出ていま
す。息子や孫を装って…す。息子や孫を装って…

「お金の入ったカバンをなくしてしまった」「お金の入ったカバンをなくしてしまった」
「仕事で失敗してお金が必要」「仕事で失敗してお金が必要」

「不倫で女性を妊娠させてしまって示談金が必要」「不倫で女性を妊娠させてしまって示談金が必要」
などが、オレオレ詐欺の「キーワード」です。などが、オレオレ詐欺の「キーワード」です。

▼SNS型投資詐欺とは？▼SNS型投資詐欺とは？

▼国際電話番号を使った詐欺が急増▼国際電話番号を使った詐欺が急増

国際電話不取扱受付センター（☎0120-国際電話不取扱受付センター（☎0120-
210-364）への申し込むことで、電話の210-364）への申し込むことで、電話の
ブロックをすることができます。ブロックをすることができます。

最近では、SNSに誘導し、警察官の姿で「あな最近では、SNSに誘導し、警察官の姿で「あな
たに逮捕状がでています。」と言って偽の逮捕たに逮捕状がでています。」と言って偽の逮捕
状を見せて信じ込ませる手口などがあります。状を見せて信じ込ませる手口などがあります。
不審な電話がかかってきたら、話を鵜呑みにす不審な電話がかかってきたら、話を鵜呑みにす
ることなく、一旦切って、家族や警察に相談しることなく、一旦切って、家族や警察に相談し
ましょう。ましょう。

⚠警察が次のようなことをすることは、⚠警察が次のようなことをすることは、
絶対にありません⚠絶対にありません⚠

・メールや各種SNSで警察手帳や逮捕状を見せること・メールや各種SNSで警察手帳や逮捕状を見せること
・インターネットバンキングで口座を開設するように・インターネットバンキングで口座を開設するように
　指示すること　指示すること
・お金やキャッシュカードを要求すること・お金やキャッシュカードを要求すること

SNS型投資詐欺とは、インターネットSNS型投資詐欺とは、インターネット
上の広告やSNSなどで投資を勧め、利上の広告やSNSなどで投資を勧め、利
益が出ているように見せかけて、投資益が出ているように見せかけて、投資
金や手数料名目でお金をだまし取るも金や手数料名目でお金をだまし取るも
のです。のです。

騙されないためには、次のようなことが大切です。騙されないためには、次のようなことが大切です。
①投資内容は、よく確認し、分からない場合は取引しない①投資内容は、よく確認し、分からない場合は取引しない
②絶対儲かる投資話をされたら、信用しない②絶対儲かる投資話をされたら、信用しない
③「いますぐ」、「先着〇名様」の文言に注意する③「いますぐ」、「先着〇名様」の文言に注意する
④金融庁に登録している業者か確認する④金融庁に登録している業者か確認する

松田警察署（☎0465-82-0110）では、安全で安心
して暮らせる地域社会の実現のために、犯罪の抑止
と検挙に全力で取り組んで参ります。引き続きご理
解とご協力をよろしくお願いします。

町では公式SNSとして「LINE（ID：@oitown）」「Facebook」町では公式SNSとして「LINE（ID：@oitown）」「Facebook」
「Instagram（@oitown_official）」「Ⅹ（@oitown_official）」「Instagram（@oitown_official）」「Ⅹ（@oitown_official）」
を運営しています。またYouTubeでは「おおいひょうたんチャを運営しています。またYouTubeでは「おおいひょうたんチャ
ンネル」を開設しています。LINEでは、自分が欲しい情報を選択ンネル」を開設しています。LINEでは、自分が欲しい情報を選択
できるセグメント配信も開始しました。できるセグメント配信も開始しました。
イベント情報や町の事業、防災情報など、さまざまな情報発信をイベント情報や町の事業、防災情報など、さまざまな情報発信を
行っていますので、ぜひ友達登録やフォローをお願いします。行っていますので、ぜひ友達登録やフォローをお願いします。

町公式 SNS のフォローをお願いします
協働推進課　☎ 0465-85-5004

LINE Facebook Instagram
（@oitown_official）

Ⅹ
（@oitown_official） Youtube
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ウォームシェアとは、家庭における複数の暖房使用をやめ、なるべく1部屋に
集まる工夫をしたり、公共施設や商業施設などであたたかく過ごしたりするこ
とで、家庭や地域で楽しみながら省エネに取り組もうという考え方です。

①ご家庭やご近所で①ご家庭やご近所で
　ウォームシェア　ウォームシェア

家族やご近所どうしが一つの部屋・場所に
集まって過ごせば、エネルギー消費を減ら
せるだけでなく、コミュニケーションも深
まります。

生活環境課　☎ 0465-85-5010「私たちのエコアクション」「私たちのエコアクション」

➁まちでウォームシェア➁まちでウォームシェア

▽省エネ行動の実践▽省エネ行動の実践 「ウォームシェアの実施」「ウォームシェアの実施」「ウォームシェアの実施」「ウォームシェアの実施」

環境問題が深刻化する中、私たち一人一人ができることは何かを考え、行動することが大切です。
日常生活の中で実践しましょう。

家庭の暖房を止めてまちに出るだけで、エネルギー消費を減らせます。
公共施設などでゆったりとあたたかく過ごすのはいかがでしょ
う。スポーツをしたり、銭湯に行ったり、飲食店に出かけて楽
しんだりするのもウォームシェアです。たくさんの人が集まる
ことで、まちも元気になります。

地球地球に優しい選択を

男子ミニバスケットボールクラブ 2 連覇達成

8 月 23 日から県西地域8 月 23 日から県西地域
で開催された第 31 回大で開催された第 31 回大
井カップバスケットボー井カップバスケットボー

ル大会において、大井ミニバスケットボール大会において、大井ミニバスケットボー
ルクラブ男子が見事優勝し、今期 2 連覇をルクラブ男子が見事優勝し、今期 2 連覇を
達成しました。また、本クラブ出身の達成しました。また、本クラブ出身の滝滝

たきぐちたきぐち

口口
颯颯
そ う し ろ うそ う し ろ う

志朗志朗さん（14 才・湘光中学校 3 年）もさん（14 才・湘光中学校 3 年）も
活躍中！第 6 回神奈川県 U-15 バスケット活躍中！第 6 回神奈川県 U-15 バスケット
ボール選手権大会に Rising-k（クラブチーボール選手権大会に Rising-k（クラブチー
ム）で出場し、準優勝を勝ち取りました。ム）で出場し、準優勝を勝ち取りました。

古矢俊雄さん（根岸下）が 9 月 25 日古矢俊雄さん（根岸下）が 9 月 25 日（木）（木）、明治記念館（東京都）、明治記念館（東京都）

で開催された「令和 7 年全国地域安全運動中央大会」において、地で開催された「令和 7 年全国地域安全運動中央大会」において、地

域安全活動の中で最高章となる「防犯栄誉金章（警察庁長官、公益域安全活動の中で最高章となる「防犯栄誉金章（警察庁長官、公益

財団法人全国防犯協会連合会会長連名表彰）」を受章しました。財団法人全国防犯協会連合会会長連名表彰）」を受章しました。

古矢さんは、足柄上地区、県西地区（5 市 10 町）の会長を長らく古矢さんは、足柄上地区、県西地区（5 市 10 町）の会長を長らく

努められており、防犯活動のリーダーとして「安全で安心して暮ら努められており、防犯活動のリーダーとして「安全で安心して暮ら

せる地域社会」を目指して、日夜防犯活動に尽力されています。せる地域社会」を目指して、日夜防犯活動に尽力されています。

防災安全課　☎ 0465-85-5002古古
ふ る やふ る や

矢矢俊俊
と し おと し お

雄雄さんが防犯栄誉金章を受章さんが防犯栄誉金章を受章

同クラブでは男女クラブ員を募集しています。同クラブでは男女クラブ員を募集しています。
連絡先　男子：近藤　☎ 090-3499-7321連絡先　男子：近藤　☎ 090-3499-7321
　　　　女子：久保寺　☎ 080-2026-9857　　　　女子：久保寺　☎ 080-2026-9857

▲

男子ミニバスケットボールクラブ
の皆さん

▲

滝口さん
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1111
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88
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Ｄ
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日
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ち
Ｓ
Ｄ
Ｇ
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ｓ
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」
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会
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ナ
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テ
ィ
活
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実
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た
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今
年
で

　

今
年
で
33
年
目
と
な
る
こ
の
活
動
は
、
Ｓ

年
目
と
な
る
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の
活
動
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
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と
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て
、
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Ｇ
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の
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と
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す
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企
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）
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）
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か
、

協
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さ
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い
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
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タ
×
Ｃ
Ｉ
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×
大
井
の
里
体
験
観
光
協
会
×
大
井
町

Ｎ
Ｔ
Ｔ
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ー
タ
×
Ｃ
Ｉ
Ｊ
×
大
井
の
里
体
験
観
光
協
会
×
大
井
町

←←
←←

←←
大井町について
しっかり学んだら…
実際に体験！

つまみ食いをしつつ
（オイシイ！）
総もぎしたみかんを
箱詰していきます

箱詰めが終わったら、
体験したことを踏ま
えてしっかりディスカッ
ション！

ＳＤＧｓをたくさん考えるＳＤＧｓをたくさん考える
機会になりました★機会になりました★
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・
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。

▲パレード出発時の様子
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ィ
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
の

　
　
　
　

笑
顔
お
届
け
日
誌
１
１
２

１
１
２

笑笑

日本年金機構小田原年金事務所
 　　　　　    ☎ 0465-22-1391
 町民課 　　   ☎ 0465-85-5007

国民年金の豆知識国民年金の豆知識

国民年金保険料の
社会保険料控除

日本年金機構ホームページ
https://www.nenkin.go.jp/

【
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
つ
い
て
】

　

２
０
２
５
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行

う
時
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
ま
た
は
控
除
証
明

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
再
交
付
等
に
つ
い
て
】

　

控
除
証
明
書
が
届
い
て
い
な
い
、
最
新
の

納
付
状
況
を
反
映
さ
せ
た
控
除
証
明
書
が
必

要
、
10
月
1
日
以
降
に
今
年
初
め
て
納
付
し
、

年
末
調
整
に
控
除
証
明
書
が
必
要
等
の
場
合
、

年
金
事
務
所
も
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
加
入
者

ダ
イ
ヤ
ル
」
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
作
成
の

う
え
、
送
付
い
た
し
ま
す
。

★
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０-
０
０
３-

０
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ

　

ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
番
号
か
ら
お
問

　

い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
０
３-

６
６
３
０-

　

２
５
２
５

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老

後
な
ど
に
役
立
つ
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ

う
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
お
よ
び

地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど

の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
控
除
対
象
】

・
２
０
２
５
年
1
月
～
12
月
に
納
付
し
た
保

　

険
料
の
全
額
で
す
。

・
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
の

　

ほ
か
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
さ
ん
な

　

ど
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

　

支
払
っ
て
い
る
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。

【
控
除
証
明
書
の
発
送
】

▼
２
０
２
５
年
1
月
1
日
～
9
月
30
日
の
間

　

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

・
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
日
本

　

年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

　

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
お
送
り
し

　

て
い
ま
す
。

▼
２
０
２
５
年
10
月
1
日
～
12
月
31
日
の
間

　

に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

　

付
さ
れ
た
方

・
翌
年
2
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
終
盤

に
な
る
と
毎
回
、
爆
風
ス
ラ
ン
プ
の

『Runner

』
が
脳
内
リ
ピ
ー
ト
さ
れ
ま
す
。

　

笑
顔
特
派
員
&
移
住
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
ス
ベ
リ
ィ
で
す
。
ス
ベ
フ
ェ
ス

２
０
２
６
の
制
作
費
を
集
め
る
た
め
の
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
、
い
よ
い
よ
大

詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。
「
こ
の
イ
ベ
ン

ト
、
私
の
お
か
げ
で
開
催
で
き
て
い
る
ん
だ

よ
！
」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
な
フ
ェ

ス
に
し
ま
す
。
ぜ
ひ
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
、
最
後
の
一
押
し
と
な
る

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
！ 

今
月
5
日
㈮
23
時
59
分
ま
で

の
挑
戦
で
す
。

グ
】
！ 

み
な
さ
ん
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
っ

て
ご
存
知
で
す
か
？
（
ス
ベ
リ
ィ
は
最
初

「
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
宮
殿
の
仲
間
？
」
と

思
っ
た
よ
。
す
ぐ
思
い
直
し
た
よ
）
材
料
を

■
大
井
幼
稚
園
の
運
動
会

　

先
日
、
園
児
た
ち
と
一
緒
に
『
ハ
ッ
ピ
ー

ラ
ッ
キ
ー
す
い
っ
ぴ
ー
！
』
の
ダ
ン
ス
練
習

を
し
た
ご
縁
で
、
運
動
会
当
日
も
観
覧
&
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
日
さ

ま
よ
り
も
ま
ぶ
し
い
笑
顔
と
園
児
た
ち
の
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
姿
、
見
守
る
大
人
の
優
し

い
表
情
に
ジ
ー
ン
と
き
っ
ぱ
な
し
。
最
高

バ
イ
シ
コ
ー
な
時
間
を
サ
ン
キ
ュ
ー
ロ
ッ

キ
ュ
ー
！

■
防
災
動
画
の
撮
影

　

町YouTube
で
配
信
中
の
『
防
災
を
学
ぼ

う
！ 

ス
ベ
リ
ィ
ラ
ー
ニ
ン
グ
』
、
そ
の
第

6
弾
と
な
る
動
画
を
撮
影
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
、
災
害
時
に
役
立
つ
【
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン

ポ
リ
袋
に
入
れ
て
湯
せ
ん
す

る
だ
け
で
、
手
軽
に
温
か
い

食
事
が
作
れ
る
ん
で
す
。
な

ん
と
お
米
も
炊
け
ち
ゃ
う
！

今
月
中
に
公
開
予
定
な
の
で
、

完
成
を
お
楽
し
み
に
！

■
沼
津
秋
祭
り

　

静
岡
県
沼
津
市
街
地
で
行
わ
れ
た
『
沼
津

秋
祭
り
よ
さ
こ
い
東
海
道
２
０
２
５
』
に
、

夢
お
お
い
踊
り
隊
と
し
て
参
加
。
ど
こ
を
見

て
も
よ
さ
こ
い
！ 

何
を
し
て
い
て
も
よ
さ

こ
い
！ 

と
に
か
く
街
中
が
よ
さ
こ
い
一
色

と
な
る
、
濃
密
で
発
見
の
多
い
体
験
を
さ
せ

　

さ
て
２
０
２
５
年
も
あ
と
わ
ず
か
。
ス
ベ

リ
ィ
は
四
季
の
里
み
か
ん
ま
つ
り
や
ク
リ
ス

マ
ス
会
、
ス
ベ
フ
ェ
ス
２
０
２
６
の
準
備

とD
on't Stop M

e N
ow

で
駆
け
抜
け
ま
す
。

一
緒
に
笑
顔
で
２
０
２
５
年
を
締
め
く
く
り

ま
し
ょ
う
ね
！

て
も
ら
い
ま
し
た
。
何

よ
り
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

町
内
5
チ
ー
ム
が
集

ま
っ
て
、
こ
の
日
限
り

の
特
別
な
演
舞
を
披
露

出
来
た
こ
と
。
ま
た
や

り
た
い
！

1515



時間：10:30 ～ 11:00　場所：大井町図書館おはなしのへや

6 日㈯  （絵本）   
（絵本） 

ババールとサンタクロース
ぼくにげちゃうよ

13 日㈯  （絵本）   
（絵本） 

おおきなかぶ
どうぶつうります

20 日㈯  （紙芝居）   
（絵本） 

みみをすませて
こぐまのアーリーとあかいぼうし

27 日㈯  　　　　年末年始のため休館

   12 月のおはなし会

【 【 大井町図書館 一般書大井町図書館 一般書 】 】
　　　　　　　　　　　　　　　　
  

　　　　　　　『ドイツのクリスマスマーケット』　　　　　　　『ドイツのクリスマスマーケット』
　　　　　　　　　　　　　　見見

み い ちみ い ち

市市　　知知
ともとも

／著 　産業編集センター／著 　産業編集センター

『レングス別おしゃ可愛ヘアカタログ』『レングス別おしゃ可愛ヘアカタログ』
主婦と生活社主婦と生活社

『おるね　おるね　あちらこちら猫さがし『おるね　おるね　あちらこちら猫さがし』』
小小
こばやしこばやし

林林　　哲哲
てつろうてつろう

朗朗／著　亜紀書房／著　亜紀書房

『飼い犬に腹を噛まれる』『飼い犬に腹を噛まれる』
彬彬
あ き こあ き こ

子子女女
じょおうじょおう

王王／著　ほし　よりこ／絵　 PHP 研究所／著　ほし　よりこ／絵　 PHP 研究所

『真珠配列』『真珠配列』
岩岩
い わ いい わ い

井井　　圭圭
け い やけ い や

也也／著 早川書房／著 早川書房

【【 大井町図書館 児童書 大井町図書館 児童書 】 】
　　　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　『がんばれ！はこねとざんでんしゃ』　　　　　　　『がんばれ！はこねとざんでんしゃ』
　　　　　　　もちだ　あきとし／しゃしん　　　　　　　もちだ　あきとし／しゃしん
　　　　　　　せきや　ゆうこ／ぶん　小峰書店　　　　　　　せきや　ゆうこ／ぶん　小峰書店

『みんなが知りたい！古墳とはにわ』『みんなが知りたい！古墳とはにわ』
「「古古

こ ふ んこ ふ ん

墳墳とはにわ」とはにわ」編編
へんしゅうしつへんしゅうしつ

集室集室／編　メイツユニバーサルコンテンツ／編　メイツユニバーサルコンテンツ

『脳の学校　ニュートン科学の学校シリーズ』『脳の学校　ニュートン科学の学校シリーズ』
河河
か さ いか さ い

西西　　春春
は る おは る お

郎郎／監修  ニュートンプレス／監修  ニュートンプレス

『スーパーマーケットまるごとずかん』『スーパーマーケットまるごとずかん』
中中
なかむらなかむら

村村　　陽陽
よ う こよ う こ

子子／監修　Gakken／監修　Gakken

『中三・ラプソディ』『中三・ラプソディ』
花花
はなざとはなざと

里里　　真真
ま きま き

希希／著　講談社／著　講談社

こちらで紹介した本は、新しく入った本の一部です。
最新の情報は、図書館ホームページをご覧ください。
図書館ホームページ▶▷▶ https://oitown-library.jp

【 【 そうわ会館図書室 一般書そうわ会館図書室 一般書 】 】
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　『ブラックスワン『ブラックスワン』』
　　　　　　　　　　　　　　相相

あ い ばあ い ば

場場　　英英
ひ で おひ で お

雄雄／著　幻冬舎／著　幻冬舎

『神さまショッピング』『神さまショッピング』
角角
か く たか く た

田田　　光光
み つ よみ つ よ

代代／著　新潮社／著　新潮社

『罪と罪』『罪と罪』
堂堂
ど う ばど う ば

場場　　瞬瞬
しゅんいちしゅんいち

一一／著　河出書房新社／著　河出書房新社

『あやかしたち『あやかしたち』』
畠畠

はたけなかはたけなか

中中　　恵恵
めぐみめぐみ

／著 　新潮社／著 　新潮社

『デモクラシーのいろは『デモクラシーのいろは』』
森森
もりもり

　　絵絵
え とえ と

都都／著　KADOKAWA／著　KADOKAWA

1月5日1月5日（月）（月）に開館してから、に開館してから、

ご返却をお願いします。ご返却をお願いします。

年末年始は、年末年始は、
返却ポストが使用できません。返却ポストが使用できません。

◎開 　  館  　 時  　 間　9:00 ～ 17:15　
◎休 　       館　    　 日　大井町図書館　8 日（月）、22 日（月）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  27 日（土）～ 2026 年 1 月 4 日（日）
　　　　　　　　　　　　　　そうわ会館　    27 日（土）～ 2026 年 1 月 4 日（日）
◎問    い    合    わ    せ　大井町図書館　　　☎ 0465-83-5401
　　　　　　　　　　　そうわ会館図書室　 ☎ 0465-85-1887

　図書館に行こう！12 月の展示「心良く過ごす年末年始」
　忘年会、クリスマス、大掃除、お正月…
　慌ただしく寒い冬をご機嫌に過ごす本を展示しています。

　ファミリー読書の日（毎月第 1 日曜日）
　日にち：12 月 7 日（日）
　児童コーナーでおすすめの本を読んだり、おりがみコー
　ナーで折り方の本を見ながらおりがみに挑戦したり、読
　書を通して家族のコミュニケーションを深めましょう。

　親子いっしょのおはなし会
　日時：12 月 11 日（木）　10:30 ～ 11:00

図書館だより

New  BooksNew  Books ▲ ▲▲

Event & Information ▲ ▲▲

Pick Up!Pick Up!

Pick Up!Pick Up!
Pick Up!Pick Up!
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ウィンターブルー
（冬の不調）

に注意！

memomemo保健師

今月は、

髙
た か の さ わ

野澤祐
ゆ う こ

子
保健師です

と
し
て
甘
い
も
の
を
欲
し
た
り
、
過
剰
に

と
し
て
甘
い
も
の
を
欲
し
た
り
、
過
剰
に

眠
っ
た
り
す
る
変
化
が
生
じ
ま
す
。

眠
っ
た
り
す
る
変
化
が
生
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
体
内
時
計
を
調
整
し
、
睡
眠
を

　

ま
た
、
体
内
時
計
を
調
整
し
、
睡
眠
を

促
す
「
ダ
ー
ク
ホ
ル
モ
ン
」
メ
ラ
ト
ニ
ン

促
す
「
ダ
ー
ク
ホ
ル
モ
ン
」
メ
ラ
ト
ニ
ン

の
分
泌
も
不
十
分
に
な
り
、
体
内
時
計
が

の
分
泌
も
不
十
分
に
な
り
、
体
内
時
計
が

乱
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

乱
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

冬
に
な
る
と
、
だ
る
さ
、
眠
気
、
過
食
、

　

冬
に
な
る
と
、
だ
る
さ
、
眠
気
、
過
食
、

イ
ラ
イ
ラ
、
憂
鬱
と
い
っ
た
不
調
を
感
じ

イ
ラ
イ
ラ
、
憂
鬱
と
い
っ
た
不
調
を
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？  

こ
れ
ら
の

こ
れ
ら
の

症
状
は
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー
（
冬
の
不

症
状
は
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー
（
冬
の
不

調
）
」
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

調
）
」
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
そ
の

▼
そ
の
44

【
生
活
に
小
さ
な
喜
び
を
プ
ラ
ス
す
る
】

【
生
活
に
小
さ
な
喜
び
を
プ
ラ
ス
す
る
】

　

「
少
し
ほ
っ
こ
り
す
る
」
「
少
し
楽
し

　

「
少
し
ほ
っ
こ
り
す
る
」
「
少
し
楽
し

く
な
る
」
よ
う
な
行
動
を
日
々
に
取
り
入

く
な
る
」
よ
う
な
行
動
を
日
々
に
取
り
入

れ
、
少
し
ず
つ
活
動
量
を
増
や
し
て
い
き

れ
、
少
し
ず
つ
活
動
量
を
増
や
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
好
き
な
音
楽
を
聴
く
、
お
気

ま
し
ょ
う
。
好
き
な
音
楽
を
聴
く
、
お
気

■■
44
つ
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー
対
策

つ
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー
対
策

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー
は
、
誰
に
で
も
起

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー
は
、
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
不
足
の
状
態
で
あ

こ
り
う
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
不
足
の
状
態
で
あ

り
、
「
怠
け
」
や
「
甘
え
」
と
誤
解
さ
れ

り
、
「
怠
け
」
や
「
甘
え
」
と
誤
解
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
自
分
を
責
め
す
ぎ
な
い
こ

が
ち
で
す
が
、
自
分
を
責
め
す
ぎ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
そ
の
症
状
を
理

と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
そ
の
症
状
を
理

解
し
、
自
分
に
合
っ
た
「
冬
の
過
ご
し

解
し
、
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分
に
合
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「
冬
の
過
ご
し

方
」
を
見
つ
け
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こ
と
が
、
不
調
の
改
善

方
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を
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つ
け
る
こ
と
が
、
不
調
の
改
善

へ
の
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な
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ま
す
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へ
の
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と
な
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ま
す
。
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冬
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け
て
う
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傾
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秋
か
ら
冬
に
か
け
て
う
つ
傾
向
・
過
食

傾
向
・
過
眠
傾
向
が
見
ら
れ
、
春
に
は
回

傾
向
・
過
眠
傾
向
が
見
ら
れ
、
春
に
は
回

復
す
る
季
節
型
の
反
復
性
う
つ
病
で
す
。

復
す
る
季
節
型
の
反
復
性
う
つ
病
で
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
経
験
す
る
可
能
性
が

　

大
人
も
子
ど
も
も
経
験
す
る
可
能
性
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あ
り
ま
す
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り
ま
す
。
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間
の
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少
で
す
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日
光
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る
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で
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光
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な
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と
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な
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と
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れ
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れ
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こ
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下
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え
よ
う
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で
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に
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る
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毎
日
、
起
き
た
ら
窓
辺
で

　

毎
日
、
起
き
た
ら
窓
辺
で
55
分
間
で
も

分
間
で
も

朝
日
に
当
た
り
ま
し
ょ
う
。
光
を
目
か
ら

朝
日
に
当
た
り
ま
し
ょ
う
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光
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目
か
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で
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ロ
ト
ニ
ン
分
泌
が

取
り
入
れ
る
こ
と
で
セ
ロ
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続
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大
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で
す
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け
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大
切
で
す
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、
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ー
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豆
乳
、
バ
ナ
ナ
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、
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起
床
・
就
寝
時
刻
を
決
め
、
体
内
時
計

の
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を
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ぐ
規
則
正
し
い
生
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送
る

の
乱
れ
を
防
ぐ
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
朝
日
を
浴
び
た
り
食

こ
と
が
大
切
で
す
。
朝
日
を
浴
び
た
り
食

事
に
気
を
つ
け
た
り
し
て
も
、
不
規
則
な

事
に
気
を
つ
け
た
り
し
て
も
、
不
規
則
な

生
活
を
し
て
い
て
は
、
い
つ
ま
で
も
体
内

生
活
を
し
て
い
て
は
、
い
つ
ま
で
も
体
内

時
計
は
狂
っ
た
ま
ま
で
す
。

時
計
は
狂
っ
た
ま
ま
で
す
。

を
積
極
的
に
取
り
、

を
積
極
的
に
取
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
を
心
が
け

た
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

に
入
り
の
カ
ッ

に
入
り
の
カ
ッ

プ
で
お
茶
を
飲

プ
で
お
茶
を
飲

む
な
ど
、
身
近

む
な
ど
、
身
近

な
こ
と
か
ら
始

な
こ
と
か
ら
始

め
て
み
て
く
だ

め
て
み
て
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

秋
祭
り
季
の
重
な
る
総
裁
選

御
輿
に
乗
る
は
い
か
な
る
人
か

　
　
　
　
毛
利
美
智
子

未
だ
し
も
秋
と
は
な
ら
む
眼
に
入
り
て

彼
岸
花
咲
く
　
は
に
か
む
や
う
に　

　
久
保
　
知
子

浦
の
夜
を
妨
ぐ
る
な
く
点と
も

り
ゐ
る

青
き
灯
り
は
海う

み
び
と人
の
息

豊
田
　
義
訓

国
府
津
浜
　
海
輝
い
て
　
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
津
川
晴
江

閑
か
さ
や
　
神
社
の
森
に
　
秋
の
声

　
　
　
　
　
中
村
　
昌
男

秋
う
ら
ら
　
社
の
大
樹
　
魅
了
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
二
上
　
光
子

椋
の
実
の
　
落
ち
て
鎮
守
の
通
り
ゃ
ん
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
き
よ
子

小
余
綾
の
　
潮
騒
尽
き
ぬ
　
浜
や
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
塚
　
昌
平

波
音
の
　
規
則
正
し
く
　
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
良
　
榮
美

短
歌

お
ほ
ゐ
短
歌
会

俳
句

お
ほ
ゐ
俳
句
会

ま
ち
の
文
芸
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日 月 火 水 木 金 土

氏名 性別 保護者 自治会

吉
よ し だ

田　莉
り あ

愛 女 航
こうへい

平・美
み さ と

里 河原

中
なかむら

村　茅
ち は や

颯 男 和
か ず き

輝・鈴
す ず な

菜 根岸下

小
こばやし

林　絆
き い

依 男 健
け ん と

人・夏
か れ ん

恋 坊村

清
し み ず

水　豪
ごう

男 貴
たかゆき

之・杏
あ ん り

梨 金手

北
きたむら

村　綺
あ や せ

晴 男 悠
ゆ う た

太・莉
り ほ

歩 上大井

希望者のみ掲載（敬称略）　掲載 5 件／届出 7 件

お誕生おめでとう
10 月 1 日～ 31 日受理

集計期間：10 月 1 日～ 31 日

●件数 5 件　●死亡 0 人　●負傷 7 人

町内交通事故発生状況

● 人口 男性 8,403 人　 （△ 3）
女性 8,655 人　 （1）

合計 17,058 人　 （△ 2）

● 世帯数 7,575 世帯 （16）

人口と世帯数

10 月 31 日現在　（　）内は前月比

1212月月のの行事行事カレンダーカレンダー

ご
み

場所

10:00 ～
オレンジカフェ
ひだまり

13:00 ～
3 か月児健診

19:00 ～
冬の星座と
土星観察会

9:45 ～
離乳食講習会

9:30 ～
ぞうさんくらぶ

9:00 ～
1 歳児育児教室

10:30 ～
おはなし会

10:30 ～
おはなし会

10:30 ～
Enjoy!
ニュースポーツ

13:30 ～
あつまれ！
赤ちゃん

13:00 ～
親子相談

13:00 ～
エンジョイ！
マタニティ

13:00 ～
3 歳 6 か月児
健診

10:30 ～
Enjoy!
ニュースポーツ

9:30 ～
赤ちゃん
健康相談
13:30 ～
一般健康相談

10:00 ～
総合相談

10:30 ～
おはなし会

9:30 ～
町民ペタン
ク大会

大
井
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

10:00 ～
親子いっしょのおはなし会
10:00 ～
認知症家族のつどい
10:00 ～
あつまれ！赤ちゃん

13:30 ～
人権を考える
つどい

1 2 3 4 65

7 8 9 1110 1312

1514 16 17 18 19 20

31302928

21 22 23 24 25 26 27

×

× ×

× ×

× ×

×

×

×

×

×

×

×
×

×

×

×

×
× × ×

年末年始のため、公共機関はお休みです。
※詳しい情報は、広報おおいおしらせ版 12 月 1 日号をご確認ください。

1
1

1
2

1
3

広
　
　
告

犬や猫の飼い方
マナーを守って
いますか？

詳しい
情報は
ここから！
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■応募方法
はがきかメールで、答え・住所・

氏名（ペンネームも）・電話番号・

年齢・日ごろ思うこと（町への意

見や広報おおいへの感想などなん

でも OK）を記入して応募

※「日ごろ思うこと」でいただい

たご意見への回答はできませんの

でご了承ください。

・ 宛 先
　〒 258-8501
　足柄上郡大井町金子 1995 番地
　大井町役場協働推進課

・メール
　kouhou1@town.oi.kanagawa.jp

・締切
　12 月 15 日（月）

＼ おたより紹介 ／
　読者の皆さまから寄せられた「広報おおい 11 月号」の

感想・町への意見を紹介します。

11月2日（日）に四季の里「秋の

収穫体験フェス（いもまつり～秋

～）」が行われました。さつまい

もの収穫やさつまいもを使ったピ

ザ作りを体験！掘って楽しい！食

べておいしいイベントでした。

上と下の写真は、比べると違って

いるところが5カ所あります。ど

こでしょう？

写真の数字で答えてください。回

答を送ってくださった方の中から、

抽選で2名の方へすいっぴー商品

券をプレゼントします。応募方法

は、下記をご確認ください。

●大井町文化祭に初めて展示で参加させていただき、文化の
香る大井に住んでよかった！と改めて思いました。

●文化祭に行きました。日曜日は雨が降ってきたけれど、包
丁研ぎをやっていただけてとても嬉しかったです。

●防災訓練に参加し、簡易トイレの必要性や備蓄量について
など、身になる知識がつけられてよかったです。

○ 11 月号の答え
 　2、7、15、18、21

○当選者（応募 24 通）
　オオトドさん、日向ぼっこさん

挑戦！
まちがいさがしに

LINE Facebook

Instagram
（@oitown_official）

Ⅹ
（@oitown_official）

広報おおい・おしらせ版

読者アンケートへの

ご協力をお願いします。
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No.162

2025
年

12
月

1日
発

行
12

月
号

晩秋、小さな鶏
けいらん

卵ほどの橙
とうせきしょく

赤色をした実がぶらさがっているの

を見ます。その中にある種子は、「だいこくさん」と呼ばれて

財布に入れておく方もいます。もっとも黒
こっかっしょく

褐色のロールパンか

カマキリの頭のように形容する方もいて、種子の形としては特

異な形状です。

名前のとおりウリ科の植物で、夏に白いレースのような美しい花

を咲かせますが、なかなか見ることができません。それは夕方か

ら開花し、明け方にはしぼんでしまうからです。ウリ科ですから

雄花、雌花があり、雌花は、受粉すると花の下にある子
し

房
ぼう

が大き

くなっていき、はじめは縦
たてじま

縞がある緑色なのですが、それが橙赤

カラスウリ

◀自然NOWへの投稿
　町内の身近な自然情報
　をお待ちしています。
　※撮影は横位置で

◀おおい自然園ＨＰ
　大井町の動植物や虫、
　石、自然観察会の結果
　などを掲載しています。

色に変化していきます。

町内では、この他に直径1cmほ

どの緑色をした丸い実を付ける

スズメウリや、テニスボールほ

どの黄色い実を付けるキカラス

ウリを観察できます。

おおい自然園園長　一寸木肇

のほほえみ天使
Angel_Smile

いいね！：koho.oi_2025、他

koho.oi_2025

協働推進課　☎ 0465-85-5004
mail：kouhou1@town.oi.kanagawa.jp

いいね！：Angel_Smile、他

町在住で 3 歳までのお子さんの写真を募集！
写真と写真のコメント、子どもの名前（ふり
がな）、生年月日、電話番号、自治会を添えて、
協働推進課へメールまたは Logoフォームか
らご応募ください。

◀ Logo フォームからはこちら
　を読み取ってご応募ください！

神
じん

　朝
あ さ ひ

陽ちゃん（6 カ月）
「すまいる・スマイル・Smile︎ ☻」

馬場

町と相模ベンディング株式会社、キリンビバレッジ株

式会社及び松田警察署が「安全で安心なまちづくり」

を実現するため、防犯カメラ付き自動販売機「みまも

り自動販売機」の普及、活用に係る防犯活動に協力し

防犯活動に関する協定を締結11
5

大井保育園消防体験10
24

大井保育園で放水や煙体験などの消防体験を行いました。

大井町消防団第1分団の皆さんとファイヤーけしまるく

んが消防車でやってきてみんな大喜び。防火衣を着た放

水や煙体験ではしっかり口をハンカチで覆って逃げるこ

とを教えてもらいました。園児は

「大きくなったら消防団に入りた

い人！」の質問に「はい！」と大

きな声で答えていました！

さがみ信用金庫から、創立100周年記念事業として、

金員を寄付していただきました。小田町長から直接お

礼を伝えるとともに、意見交換をしました。なお、い

ただいた寄付は、地域の未来を創る子どもたちの支援

さがみ信用金庫から
寄付をいただきました

10
25

に活用させていただき

ます。貴重な寄付をい

ただき、誠にありがと

うございました。

大井町消防団第1分団が新しくなった詰所とポンプ車

の公開に合わせ、イベントを開催。消火器や煙テント

など普段できない体験ができました。日頃から町を

守ってくれている消防団の皆さんと触れ合う素敵な機

大井町消防団第 1 分団イベント開催10
19

て犯罪への抑止力や犯罪

の早期解決を図るため、

「防犯活動に関する協

定」を締結しました。

会となりました。消

防団に興味を持った

方は、町防災安全課

までご連絡ください。

第 1 分団
Instagram

▼

➊カラスウリの実
➋カラスウリの種子
➌カラスウリの花

➊➋

➌

Photo News 広報おおい・おしらせが広報おおい・おしらせが
アプリで読めますアプリで読めます
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